
実際的な問題点として
1.分娩中母親の経験する不安が少なければ少いほど、その後の子どもとの関係がうまく
いく。したがって、夫婦一緒にどういう場所で陣痛や分娩が行われているのか見ておく
ため、産科棟を見学しておくべきである。また(もし麻酔が必要な場合は)麻酔について
や、分娩室のルーチンや分娩前分娩中および分娩後に受ける全部の処置や投薬について
勉強しておかなければならない。驚きを軽減するために、このように前もって準備して
おけば陣痛・分娩の間の自信を持たせることができる。手術のため子どもが入院すると
きと同じように大人の場合もできるだけ入念に各段階や経過毎に前もって説明されてお
れば、それだけその後の不安は軽減される。
2.母親は陣痛および分娩中、夫、助産婦あるいは看護婦からでも、継続的な援助が得ら
れるようにすべきである。また母親が入院している間に家庭の方がうまく維持されるよ
う、十分手筈を整えておく必要がある、このことによって母親は自由に赤ん坊の要求に
集中して応じられるし、また、新しい家庭のできあがってくるのを楽しむことができ、
一方父親にかかる圧力も少なくなり、自分のエネルギーを家族のために蓄えておくこと
ができる。
3.母親にかかる緊張を軽減するひとつの試みとして、同じ部屋で陣痛・分娩ができるよ
う工夫されている。(LDR)それによって陣痛の最後の数分間に分娩室へ大急ぎで移
動する必要がなくなる。一たび分娩が終了し、母親が子どもを一目見たあとで、大切な
ことは母親が次の課題に移る前すなわち子どもを受け入れる前に、数秒間で自分で平静
さを取りもどすことである。われわれの経験から、母親が心の準備ができたことを知ら
せるまで、母親に赤ん坊を手渡さないのが一番よい方法であると考えている、それは母
親が決定することがらである。
4.多くの病院で習慣的に行われている方法は、分娩直後1-2分間母親の胸に赤ん坊を置
く方法である。この方法でも役立つが、プライバシーに欠けること、分娩台が狭いこと、
また時間が短すぎるため母親が子どもを触ったり全体を見る機会としては不十分であ
る。たしかに理にかなった手技にはちがいないが、母親の愛着を最善の状態にするため
には十分でない。
5.分娩後、分娩室か隣接する部屋(回復室)で両親と赤ん坊だけで過ごす時間を持つこと
は非常に貴重なことである。もちろんこの場合は、子どもが正常で母親にも異常のない
場合に限られていることはいうまでもない。母親がベッドで子どもを抱けるよう、子ど
もを一緒に寝かせるようにする。コットに入れて離れて寝かせられると母親は子どもの
顔しかみられなくなる。子どもは裸のままで渡し、母親が全身を調べられるようにして
あげる。われわれの経験でわかったことであるが、できれば母親に普通の大きさの病棟
ベッドに移ってもらい、ベッドの半分には自分が寝て、あとの半分は部分的に着衣した
状態があるいは裸のままで子どもが寝られるようにすることが大切である。輻射式熱源
パネルは子どもの体温を維持することが容易で、また必要であれば体温を上昇させるこ
ともできる。何人かの母親は、自分の裸の胸に自分の裸の子どもを抱いたのは忘れられ
ない経験であったとわれわれに話してくれたことがある。父親は子どもの側でベッドの
横に坐るか立つかする。こうすれば両親が子どもに慣れることができる。両親と子ども
にとって目の果たす役割が最も大切であるので、われわれは両親の面会が終わるまで子
どもの目に硝酸銀点眼をひかえることにしている。
6.われわれは、父母と子どもを少なくとも1時間は一緒にさせておくことが大切だと考
えている。30分ないし45分後には、母親も子どもと同じく眠ってしまう。母親と父親
はふつうこの有意義な刺激的な経験を共にしたことを決して忘れられないという。この
ことは両親が現実の子どもに愛着を感じ始めるのに役立つであろう。われわれが強調し
たいこの部分は全くプライベートな時間であるべきだということ、また普通の両親でも
多くの場合自分の子どもに惚れ込む(fall in　love)のには何日もかかることがあると
いうことである。愛情に満ちたきずなは、引き続き子どもと母親がたえず親密に接触す
ることを通して、特に母親が子どもの保育に携わる場合は、生後4～5日でさらに強化
されていく。母親は夫や他の子どもたちと密接に接触を保つことも重要である。
7.もし子どもがNICUのある病院へ転院しなければならないときは、母親に子どもを見
て触わるチャンスを与えてあげ、たとえ子どもに呼吸障害があり、酸素用フードの中に
入っていてもそうすることが役立つことをわれわれは経験している。レジデントあるい



は主治医には搬送用保育器を母親の部屋へ運んでいき、母親を元気づけて子どもを触れ
させ、できるだけ近くでよく見ておくよう推めている。子どもの強さや元気な面につい
て一言説明してあげると、このことを長い間忘れずに感謝しているものである。
8.われわれは父親には病院まで搬送チームと一緒についてくるよう推めているが、そう
すれば自分の子どもに何が起こっているかを理解することができる。父親は自分の車を
利用すれば、3時間から4時間は、未熟児室に留まっていることができる。このような
特別の時間があれば、父親にはNICUの看護婦や医師を知り、自分の子どもがどのよう
にして治療されているかを見て、また数日以内に子どもにどういうことが起こってくる
かについて医師と話し合うことができるであろう。われわれは父親に新生児室への入室
を許可し、子どもにどういうことが起こっているかすべて詳しく説明することにしてい
る。また父親に頼んで医療者側と家族の間をつなぐ役目をしてもらい、母親に情報を伝
え、また父親が母親を見舞いに行く前に、赤ん坊の様子を彼女に知らせることができる
ようにと、まず新生児室に来るよう要請している。われわれが、父親にポラロイド写真
を撮るようすすめているのは、たとえ人工呼吸器の治療をうけていても、母親にそれを
見せて、赤ん坊がどのように看護されているかを詳しく説明できるからである。しばし
ば母親は、その写真はたとえ肉体的に分離されていたとしても、自分たちの子どもと何
らかの接触が得られるので、どれだけ貴重なものであるか説明してくれることがある
。


